
□講義科目（専門科目）

科目名 ソ ーシャルワーク論 ２ 単位

担当者 田中 千枝子（ 非常勤教員）

テーマ
ソ ーシャルワークを理論や方法論と し て、 事例検討やロ ールプレ イ などの実践を通じ て

理解する

開講形態 全回対面形式

科目のねらい

＜キーワード ＞

①ソ ーシャルワーク  ②実践理論 ③社会福祉方法論 ④ミ ク ロ メ ゾマク ロ 実践 ⑤専

門性

＜内容の要約＞

ソ ーシャルワーク実践の基盤と なる考え方や方法を示すソ ーシャルワーク実践理論やア

プロ ーチに関する基本的知識や支援観や視点を得るこ と によって、 特にミ ク ロ から メ ゾ

レベルのソ ーシャルワークの専門性の確認をする。 また実践事例を分析し 、 グループ作

業により コ ミ ュニケーショ ンをはかる体験をするこ と で、 価値に基づく 知識・ 技術を検

証し 、 さ ら にそれを専門職のコ ンピ テンスと し て身に着けるために集団学習およびレポ

ート 作成によるセルフワークによる学修を行う 。

 方法と し ては、実際の事例に対し て様々な教育的手法により 実践理論・ モデル・ アプロ

ーチを適用し 、参加型授業によって個人・ 集団・ 地域等一定の視点からの事例の展開を観

察し 理解し 分析し 、 解釈および評価するプロ セスを追い、 事例検討の流れを体験する。

＜学習目標＞

人の生活/人生に着目し 、社会的枠組みにおいて福祉的課題を設定し 、その科学的視点を

身に着けるこ と によって、ソーシャルワークの実践方法を理解し 、組織・ 地域・ 制度に対

し て、 働きかけるこ と ができる。 ソ ーシャルワークの理論や展開過程を問題解決に応用

する能力と し て身に着け、 多職種に対するコ ミ ュニケーショ ンやプレゼンテーショ ン等

のマネジメ ント スキルの研鑽に役立てるこ と を目的と する。

授業の進め方

第 01 回 オリ エンテーショ ン  授業契約

第 02 回 Ｓ Ｗの実践理論概論講義

第 03 回 援助観・ 価値観の理論的変遷 事例による検討

第 04 回 統合理論の概観 事例による検討

第 05 回 バイ オ・ サイ コ ・ ソ ーシャルモデル ロ ールプレ イ

第 06 回 エコ システム理論と 時間： 空間 エコ マップ・ タ イムライン作成 Ｇ作業

第 07 回 ピ ンカス・ ミ ナハンの４ つのシステム理論、地域における多職種他機関連携を

意識し たエコ マッ プ・ タ イ ムライ ン作成 Ｇ作業

第 08 回 ＧＷに関する基礎理論概観 チームアプロ ーチ協働の型 ロ ールプレ イ

第 09 回 グループ力動論、 司会の技術、 事例検討、 ロ ールプレ イ  Ｋ Ｊ 法によるＧＷ

第 10 回 課題に対するプレゼンテーショ ン技術 ディ スカッショ ンと リ ーダーシッ プ

第 11 回 地域福祉の技術と 評価 調査研究

第 12 回 エンパワ メ ント 評価法 ワークショ ップのロ ールプレ イ

第 13 回 Ｓ Ｗリ サーチ  介入計画の作成

第 14 回 ミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ に展開するＳ Ｗと マネジメ ント  レポート

第 15 回 グループ発表、 まと め、 レポート 作成

事前学習の内容

学習上の注意

◯前も って社会福祉学の基礎的な理論や概念の知識（ 教科書程度） を確認し ておく こ と

◯ディ スカッショ ンやロ ールプレ イなどＧ作業や演習形式を多用するので、積極的に参加するこ と

◯専修や専攻を超えて様々な立場の学生が集まるので、 多く の仲間を作るよう にするこ と

◯集中講義3日間 午前と 午後計6回の授業内レポート を課し 、 理解の内容を確認する

本科目の

関連科目

医療・ 福祉マネジメ ント 研究科「 専門演習Ⅰ・ Ⅱ」 の考え方や各専攻の論文作成の枠組みや問題

提起に寄与する。 なお本科目は「 認定社会福祉士」 の資格付与対象科目と し て認定さ れている。

テキスト 木村容子・ 小原眞知子編 「 ソ ーシャルワーク論Ⅱ―理論と 方法―」 法律文化社 2023

参考文献
渡部律子『 福祉専門職のための統合的多面的アセスメ ント 』 ミ ネルヴァ  2020

ブト ュリ ム・ Ｚ  『 ソーシャルワーク と は何か』 川島書店 1986 その他資料配布

成績評価方法

と基準

集中授業 3 日間で、 午前・ 午後の 2 回×３ ＝6 回 レポート 提出 60％

ディ スカッ ショ ン・ ロ ールプレ イ への参加度 40％


